
3 第5次行政改革、完了。
6 安城市みらい創造研究所 研究成果報告
8 健幸都市を支える安全・安心な水
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ロゴマークをデザインしたグラフィックデザイナー・廣村正彰さんと
建設が進むアンフォーレ
（アンフォーレの建設風景は4月26日あいち中央農業協同組合本店より撮影）

ロゴマークをデザインしたグラフィックデザイナー・廣村正彰さんと
建設が進むアンフォーレ
（アンフォーレの建設風景は4月26日あいち中央農業協同組合本店より撮影）

これがアンフォーレの
ロゴマークです！
これがアンフォーレの
ロゴマークです！
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■問諮経営管理課（緯〈７１〉２２０５）

第５次行政改革、
平成２３年度から進めてきた第５次行政改革が、
平成２７年度で完了しました。
主な取組や成果についてお知らせします。

第５次行政改革大綱

行政改革とは、社会情勢や市民ニーズの変化
に合わせ、的確に対応していくために必要な
取組のこと。本市では、５カ年（平成２３年度

～２７年度）の行政改革の指針となる「第５次行
政改革大綱」を策定し、取組を継続してきま
した。

行政改革とは

完了。

持続可能で安定的な行政経営

市民参加と協働の推進

質の高い市民サービスの向上

行政情報の共有化

自立的な経営基盤の確保

コスト・成果を重視する行政経営

市民、地域との協働による行政経営
地方の時代に自立できる行政経営
成果を重視する行政経営

基
本
方
針

重
点
項
目 ５８のアクションプラン

特集１
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具体的な取組項目



主
な
取
組
と
成
果

迦広報あんじょう 2016.5.15

市
役
所
で
パ
ス
ポ
ー
ト
を

受
け
取
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

企業広告掲載により
財源を確保しました。
広報あんじょう、市公式ウェブサ
イト等への企業広告掲載により、
５年間で約３８００万円の効果金額が
得られました。

自立的な経営基盤の確保
市税徴収体制の強化等、自主財
源の安定確保に努めると共に、
更なる組織強化と人材育成に取
り組みました。

第
５
次
行
政
改
革
大
綱
で
は
、
具
体
的
な
取
組
項
目
と
し

て

の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
定
め
、
市
役
所
一
丸
と
な
っ

５８
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
全

プ
ラ
ン
中

５８

４８

プ
ラ
ン
を
達
成
。

．７
％
の
達
成
率
と
な
り
ま
し
た（
中
止

８５

の
２
プ
ラ
ン
を
除
く
）。

ま
た
、
行
政
改
革
へ
の
取
組
に
よ
り
、
５
カ
年
で

億
円

１７

余
の
効
果
金
額（
経
費
の
削
減
額
と
財
源
の
収
入
額
の
合
計
）

が
得
ら
れ
ま
し
た
。

〈
主
な
効
果
金
額
〉

市
役
所
各
部
署
に
よ
る
予
算
編
成
時
の
経
費
の
削
減
と
新
た
な

財
源
確
保（
約
８
億
円
）／
職
員
手
当
の
見
直
し（
約
５
６
０
０

万
円
）／
公
用
車
管
理
の
見
直
し（
約
１
１
０
０
万
円
）等

質
の
高
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
と
共
に
、
公
共
施
設
を
有
効
活
用

で
き
る
よ
う
管
理
運
営
を
見
直
し
ま
し
た
。

例えば

例えば

【アクションプランの達成率】

【効果金額】

※達成率・効果金額とも見込み含む。確定値は市民アンケート
実施後、総括報告書として公表します。
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公民館をはじめ２０施設で祝日の翌日の休館を廃
止し、開館日数を増やしました。また、夏季期
間（６～９月）のマーメイドパレスのプールの閉
館時間を午後８時から９時に変更しました。

皆さんの声を たくさんお聞きしました。

■問諮経営管理課（緯〈７１〉２２０５）

平成２６年度より、市民課窓口でパスポー
ト発給申請等の受付を開始しました。

公民館やマーメイドパレス等を
利用しやすくしました。

市民参加と協働の推進
皆さんの意見等を市の計
画や各種事業に反映させ
るため、各種審議会へ参
加する機会を増やしたり、
皆さんでまちづくりにつ
いて話し合ってもらう機
会を設けました。

コスト・成果を重視する行政経営
公共施設の効率的な管理運営と民間の経
営手法の積極的導入等に努め、コスト削
減を実施しました。

５
年
間
の
取
組
に
よ
る
成
果
・
課
題
・
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
等
を
踏
ま
え
、
今
年
度
第
６
次
行
政

改
革
大
綱
を
策
定
し
、
平
成

年
度
よ
り
引
き
続

２９

き
行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

行政情報の共有化
皆さんの声を活かした行政運営のため広聴
機能の充実を図ると共に、ウェブサイト等
の行政情報を分かりやすく提供しました。

（事業仕分け・公開行政レビュー）

（
e
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
制
度
）

例えば

例えば

（まちづくりディスカッション）



ま
た
、
現
在
、

歳
以
上
の

６５

高
齢
者
の
占
め
る
割
合（
高
齢

化
率
）が
、
超
高
齢
社
会
と
い

わ
れ
る

％
を
超
え
て
い
る
学
区
は
、

２１

約
半
分
で
す
。
こ
れ
が
、

年
後
に
は

３０

全
て
の
学
区
で
超
高
齢
社
会
を
迎
え
ま

す
。（
※
図
１
）

特
に
、
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い

く
の
は
、
主
要
駅
周
辺
の
土
地
区
画
整

理
事
業
等
を
行
っ
た
学
区
で
す
。
人
口

が
一
気
に
流
入
し
な
が
ら
も
、
そ
の
後

は
、
子
育
て
世
代
を
中
心
に
定
住
が
進

ま
な
い
こ
と
が
一
つ
の
要
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。

以
上
の
人
口
問
題
の
背
景
に
は
、
こ

の
地
域
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
ど
う

い
っ
た
地
域
に
し
た
い
の
か
と
い
っ
た

役
割
や
位
置
づ
け
が
明
確
に
な
っ
て
い

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
こ

の
ま
ま
の
状
態
が
続
く
こ
と
が
望
ま
し

い
の
か
、
よ
り
一
層
の
規
制
や
人
口
誘

導
が
必
要
か
等
、
今
一
度
、
各
地
域
の

役
割
や
位
置
づ
け
を
、
行
政
だ
け
で
な

く
、
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
も
巻
き
込
ん

で
、
未
来
に
向
け
て
議
論
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

小
学
校
区
を
単
位
と
し

た
人
口
動
態
・
推
計
に

関
す
る
研
究

担
当
研
究
員

神
谷
晃
司

現
在
ま
で
の
人
口
の
動

き
を
小
学
校
区
ご
と
に
み

る
と
、
本
来
は
開
発
を
促

進
す
べ
き
市
街
化
区
域
を

主
と
す
る
学
区
か
ら
子
育

て
世
帯
が
流
出
し
、
一
方

で
、
開
発
が
抑
制
さ
れ
る

市
街
化
調
整
区
域
を
主
と

す
る
学
区
へ
と
子
育
て
世

帯
が
流
入
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

実
は
、
安
城
市
と
近
隣

市
と
の
関
係
で
も
、
住
宅

地
の
地
価
が
安
い
市
へ
と

子
育
て
世
帯
が
流
出
し
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
市
内

間
で
も
同
様
に
、
子
育
て

世
帯
の
居
住
地
選
択
に
、

住
宅
地
の
地
価
が
影
響
を

与
え
て
い
る
と
推
測
さ
れ

ま
す
。
滋

３
月

日
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
市
民
や
自
治
体
関
係
者

人
を
前
に
、
研
究
成
果

２２

１４０

報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
３
人
の
研
究
員
が
１
年
間
取
り
組
ん
だ
研
究
内
容
を
発
表
し

ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

霞広報あんじょう 2016.5.15

研
究
最
前
線

安
城
市
み
ら
い
創
造
研
究
所
研
究
成
果
報
告

み
ら
い
創
造
研
究
所
と
は

将
来
に
お
い
て
も
持
続
可
能

で
魅
力
あ
る
行
政
運
営
を
行
う

た
め
、
中
長
期
的
視
点
に
よ
り

中
立
的
な
立
場
で
行
政
課
題
を

調
査
分
析
す
る
組
織
と
し
て
、

市
役
所
内
部
に
設
置
さ
れ
た
自

治
体
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
す
。

『「
市
民
一
人
ひ
と
り
が
生
活

の
豊
か
さ
と
と
も
に
幸
せ
を
実

感
で
き
る
」た
め
の
政
策
提
言

を
行
う
こ
と
』を
研
究
所
の
使

命
と
し
て
い
ま
す
。

研
究
の
詳
細
は

研
究
の
本
編
及
び
研
究
所
の

活
動
は
、
平
成

年
度
安
城
市

２７

み
ら
い
創
造
研
究
所
活
動
報
告

書「
み
ら
い
創
造
」に
掲
載
。
ま

た
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
も
閲
覧

で
き
ま
す
。

※
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
は
６
月

か
ら
閲
覧
可
。

■問 ▼安城市みらい創造研究所（緯〈７１〉２２９９）

平平平成２７年

図１：小学校区別の高齢化率の変化

平平平成成５５７７年年（３０年後）

特
集
２
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え
た
新
幹
線
三
河
安
城
駅
を
活
か
し
た

地
域
づ
く
り
へ
の
課
題
と
取
組
に
つ
い

て
検
討
し
ま
し
た
。

利
用
実
態
の
把
握
の
た
め
に
実
施
し

た
乗
降
者
数
調
査
、
利
用
状
況
調
査
か

ら
次
の
二
点
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。

①
こ
れ
ま
で
の
三
河
安
城
駅
周
辺
の
ま

ち
の
発
展
が「
在
来
線
」三
河
安
城
駅

の
乗
降
人
数
の
増
加
に
結
び
付
い
て

い
る
一
方
で
、「
新
幹
線
」三
河
安
城

駅
の
乗
降
人
数
の
増
加
に
は
繋
が
っ

て
い
な
い
。

②
リ
ニ
ア
開
業
に
伴
い
、
利
便
性
が
大

き
く
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
名

古
屋
駅
や
豊
橋
駅
へ
新
幹
線
利
用
者

の
さ
ら
な
る
分
散
が
懸
念
さ
れ
る
。

（
※
図
２
）

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
す
る
取
組
を
進

め
て
い
く
に
あ
た
っ
て
は
、
新
幹
線
三

河
安
城
駅
が
立
地
す
る
安
城
市
の
み
な

ら
ず
、
利
用
圏
域
で
あ
る
西
三
河
地
域

の
自
治
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た

し
て
い
く
と
と
も
に
連
携
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
安
城
市
の
取
組
と
し
て「
三

河
安
城
駅
周
辺
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
交

流
の
拡
大
」、西
三
河
地
域
の
自
治
体
が

連
携
し
た
取
組
と
し
て「
西
三
河
の
観

光
資
源
を
活
か
し
た
魅
力
の
創
出
・
発

信
」を
提
案
し
ま
し
た
。

で
な
く
、
そ
の
建
物
の
あ
る
地
域
を
よ

り
よ
く
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
、
住

環
境
の
向
上
に
関
す
る
施
策
と
、
人
口

密
度
に
関
す
る
視
点
を
導
入
す
る
よ
う

提
案
し
て
い
ま
す
。

人
口
密
度
か
ら
住
宅
政
策
を
考
え
て

み
る
と
、
地
域
別
構
想
に
つ
い
て
は
、

安
城
市
内
の
一
部
高
密
度
地
域
、
大
部

分
を
占
め
る
低
密
度
地
域
、
市
境
の
地

域
に
分
け
た
地
域
別
構
想
の
戦
略
が
必

要
で
す
。

と
り
わ
け
、
高
密
度
地
域
で
あ
る
新

安
城
駅
・
安
城
駅
・
三
河
安
城
駅
周
辺

を
含
む
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
地
帯
を
中
心

と
し
て
積
極
的
に
人
口
誘
導
し
て
い
く

こ
と
は
、
未
来
に
向
け
て
安
城
市
が
存

続
し
て
い
く
た
め
の
現
実
的
な
戦
略
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。（
※
図
３
）

人
口
誘
導
に
依
拠
し
た
住
宅
政
策
に
関

す
る
研
究

専
門
研
究
員

立
石
祥
子

日
本
全
体
で
人
口
が
減
少
し
て
い
る

中
、
安
城
市
で
は
、
市
内
に
広
く
人
が

居
住
し
て
お
り
、
市
街
化
区
域
・
市
街

化
調
整
区
域
の
区
別
な
く
人
口
・
世
帯

が
増
減
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
現
状

は
、
安
城
市
に
お
い
て
、
人
口
密
度
を

考
慮
に
入
れ
た
戦
略
的
な
住
宅
政
策
の

展
開
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に

起
因
し
て
い
ま
す
。

本
研
究
で
は
、
安
城
市
の
住
宅
政
策

に
、
福
祉
と
し
て
、
あ
る
い
は
建
築
物

と
し
て
の
住
宅
提
供
と
い
う
側
面
だ
け

新
幹
線
三
河
安
城
駅
の
利
用
実
態
に

関
す
る
研
究

担
当
研
究
員

伴
野
裕
樹

本
研
究
で
は
、
新
幹
線
三
河
安
城
駅

の
乗
降
人
数
や
利
用
状
況（
居
住
地
や

行
先
、
行
先
で
の
目
的
等
）の
実
態
を

明
ら
か
に
し
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

（
以
下
、
リ
ニ
ア
と
い
う
）開
業
を
見
据

安安城市の未来を考え安城市の未来を考えるる

図３：安城市における将来的な人口誘導地域と
「街なか」地域

図２：愛知県内から東京方面への移動における新幹線駅の地域別利用率

「リニア中央新幹線影響等調査
業務報告書」三菱UFJリサーチ
&コンサルティング（愛知県委
託）を基に作成



安
全
を
支
え
る
水
質
検
査

水
道
水
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

に
各
水
源
・
各
浄
配
水
場
及
び
施
設

か
ら
離
れ
た
末
端
の
給
水
栓（
蛇
口
）

で
定
期
的
に
水
質
を
検
査
し
て
い
ま
す
。

ま
た
毎
日
１
回
、
市
内
の
給
水
栓

（
里
・
緑
・
昭
和
・
高
棚
・
小
川
・

上
条
・
城
ヶ
入
・
大
山
町
）に
て
、

残
留
塩
素
濃
度
を
測
定
す
る
と
と
も

に
、
目
視
に
よ
る
色
・
濁
り
の
有
無

を
確
認
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
水

質
基
準
項
目
等
を
計
画
的
に
検
査
し
、

水
質
を
監
視
し
て
い
ま
す
。
検
査
結

果
は
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

地
震
災
害
に
備
え
て

震
災
に
強
い
水
道
施
設
に
す
る
た

め
、
各
浄
配
水
場
や
水
道
管
の
耐
震

俄広報あんじょう 2016.5.15
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化
を
進
め
て
い
ま
す
。

先
日
、
熊
本
を
中
心
に
大
き
な
地

震
が
発
生
し
、
断
水
に
よ
り
市
民
生

活
に
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
安
城
市
に
あ
る
各
浄
配
水
場
の

配
水
池
に
も
一
定
量
の
水
を
蓄
え
て

い
ま
す
が
、
震
災
時
に
は
水
道
施
設

の
復
旧
に
か
な
り
の
時
間
が
必
要
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
各
家
庭
に

お
い
て
も
、
水
の
備
蓄
を
お
願
い
し

ま
す
。
一
人
が
一
日
に
必
要
と
す
る

飲
み
水
は
２
～
３
狩
で
、
３
日
分
の

飲
み
水
を
確
保
し
て
お
く
と
安
心
で

す
。
ま
た
、
北
部
浄
水
場
・
南
部
浄

水
場
及
び
中
部
配
水
場
に
は
、
災
害

時
に
水
を
配
る
た
め
の
応
急
給
水
所

が
あ
り
ま
す
。

浄
水
場
を
見
学
し
ま
せ
ん
か

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。
安
全
・
安
心
な
理
由
が
、
き
っ

と
分
か
り
ま
す
。

■
北
部
浄
水
場

●
と
き

６
月
１
日
昌
～
７
日
昇
午

前
９
時
～
午
後
４
時

分
３０

●
申
し
込
み

事
前
に
電
話
で
北
部

浄
水
場（
緯〈

〉７
３
４
０
）へ

９８

■
豊
田
・
幸
田
浄
水
場（
県
営
水
道
）

●
と
き

６
月
１
日
昌
～
７
日
昇

●
内
容

見
学
は
午
前

時
、
午
後

１０

１
時
・
３
時
の
３
回
に
分
け
て
実
施

予
定
。
各
回
開
始
時
間
の
５
分
前
ま

で
に
各
浄
水
場
で
受
付
を
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。（
※
事
前
予
約
不
要
。
各

回
途
中
か
ら
の
見
学
は
不
可
）

●
問
い
合
わ
せ

豊
田
浄
水
場（
豊

田
市
浄
水
町
／
緯
０
５
６
５〈

〉１
５

４５

０
０
）、幸
田
浄
水
場（
額
田
郡
幸
田
町

大
字
坂
崎
／
緯
０
５
６
４〈

〉１
４
５

６２

０
）おおおおおおおおおお

知知知知知知知知知知
らららららららららら
せせせせせせせせせせ
とととととととととと
おおおおおおおおおお
願願願願願願願願願願

お
知
ら
せ
と
お
願
いいいいいいいいいいい

■
水
道
の
使
用
開
始（
開
栓
）及
び
中

止（
閉
栓
）

３
日
前
ま
で
に
水
道
業
務
課
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
当
日
や
休
日
等

は
原
則
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
検
針
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
車
・

物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

飼
い
犬
は
出
入
口
や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

応応急給水応急給水所所

施設を見学してみませんか
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市内の指定給水装置工事事業者
電話番号事業所名

〈７５〉９１５１浅井管工（安城町）
〈７５〉２６１１安成工業叙（篠目町）
〈７３〉６７７０女安東工業（新明町）
０５０〈２００１〉５７８６イー・スマイル（木戸町）
〈７４〉３４７８石川住宅設備叙（横山町）
〈９２〉０１７１泉建設工業叙（和泉町）
〈７６〉８７４３市川設備工業所（古井町）
〈９８〉１４６９一力工房設備（今池町）
〈７５〉３２６１井戸直工業叙（末広町）
〈９８〉２４４６稲熊設備（橋目町）
〈７６〉２５９５女イブキ（安城町）
〈９８〉７１２２女岩月設備（東栄町）
〈７６〉２３０６植村建設工業叙（横山町）
〈７５〉４１７９女岡田設備（安城町）
〈７５〉１００４女荻田設備（古井町）
〈７５〉１０３９奥田設備工業叙（百石町）
〈７４〉２８５５叙おけぎん（花ノ木町）
〈９７〉８２１９女桶重住宅設備（今池町）
〈９９〉０７８５カネカ工業（小川町）
〈７６〉２５６８女金十ポンプ工業所（朝日町）
〈７３〉６２００叙クサカ（池浦町）
〈９２〉１２７７叙合同工業（和泉町）
〈７４〉５５４７女薦田建設（百石町）
〈９９〉６８６０サン・シールド叙（桜井町）
〈７７〉１２４８女サンウエムラ（池浦町）
〈７７〉２８５１叙三幸（高木町）
〈７６〉５３７１三水工業叙（池浦町）
〈７４〉０２２８昌和管工（池浦町）
〈８７〉７３３７叙杉武住宅設備（小川町）
〈９７〉８２０６女杉山設備（里町）
〈９７〉０７３５女鈴木水道（里町）
〈７６〉４７５９女田島工業所（赤松町）
〈７５〉１０９１東海設備工業叙（二本木新町）
〈７６〉３０３０女中根設備（大東町）
〈７６〉２０３３叙長谷部建材店（日の出町）
〈７７〉２０４６花北設備叙（横山町）
〈７４〉７２８４濱嶋水道店（高木町）
〈９２〉２０８４プランズ（和泉町）
〈７６〉２７８７叙増田組（池浦町）
〈９２〉１０８１女丸正設備商会（根崎町）
〈９９〉００４６萬分建材店（桜井町）
〈９７〉９２６５三神設備叙（今本町）
〈７４〉１１３１三菱電機システムサービス叙（横山町）
〈７８〉０２５８明祥設備（高棚町）
〈７６〉２３２４森田工業叙（末広町）
〈９７〉９４４５山下住設（住吉町）
〈７９〉２０１６女ヤマト住設（東端町）
〈９９〉０７４１山本設備（桜井町）
〈９９〉０１５８叙和田設備（小川町）

■問 ▼水道業務課（緯〈７１〉２２４９）、水道工務課（緯〈７１〉２２５０）
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け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
工
事
修
繕
に
か
か
る
費
用

や
時
間
等
は
業
者
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
事
前
に
見
積
り
を
比
べ
る

等
、
納
得
し
た
上
で
依
頼
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す

●
悪
質
な
業
者
に
ご
注
意
を

市
の

職
員
を
か
た
り
、「
水
道
管
の
検
査
・

清
掃
を
す
る
」と
家
庭
に
電
話
・
訪

問
す
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。
市
で
は

各
家
庭
の
水
道
管
の
清
掃
や
事
前
に

依
頼
の
な
い
検
査
を
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん

●
こ
ん
な
と
き
は

水
道
の
使
用
開

始
や
中
止
に
伴
う
開
閉
栓
・
料
金
の

照
会
・
使
用
者
変
更
等
糸
水
道
業
務

課
へ

道
路
で
の
漏
水
・
水
道
工
事

等
糸
水
道
工
務
課
へ

に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

水水水水水水水水水水
道道道道道道道道道道
のののののののののの
ここここここここここ
とととととととととと
でででででででででで
困困困困困困困困困困
っっっっっっっっっっ
たたたたたたたたたた

水
道
の
こ
と
で
困
っ
た
ららららららららららら

●
使
用
水
量
が
異
常
に
増
え
た

漏

水
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
下
記
の

方
法
で
一
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
道
路
側
の
水
道
本
管
か
ら

最
初
の
止
水
栓
ま
で
の
間
で
漏
水
し

た
場
合
は
、
市
が
修
理
し
ま
す
の
で
、

水
道
工
務
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

●
指
定
工
事
業
者
に
依
頼
を

道
路

に
埋
設
し
て
あ
る
配
水
管
か
ら
、
各

家
庭
の
水
栓
ま
で
の
水
道
管
の
工
事

（
給
水
装
置
工
事
）は
、
本
市
の
指
定

を
受
け
た
給
水
装
置
工
事
事
業
者
が

施
工
し
ま
す
。
同
事
業
者
が
施
工
し

て
い
な
い
給
水
装
置
は
、
給
水
を
受

ク
ス
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
つ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

■
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え

水
道
メ
ー
タ
ー
が
検
定
有
効
期
間

（
８
年
）を
過
ぎ
な
い
よ
う
、
市
や
市

の
委
託
を
受
け
た
指
定
工
事
業
者

（
左
表
参
照
）が
取
り
替
え
ま
す
。
該

当
者
へ
は
、
あ
ら
か
じ
め
通
知
し
ま

す
。

工
事
予
定
期
間
糸
５
月

日
晶
～

２０

１０

月

日
昭

２０
■
水
は
限
り
あ
る
大
切
な
資
源

一
昨
年
は
矢
作
川
水
系
が
渇
水
と

な
り
給
水
が
制
限
さ
れ
ま
し
た
。
普

段
の
生
活
か
ら
節
水
を
心
が
け
、
渇

水
時
で
も
慌
て
な
い
生
活
習
慣
を
身

パパイロッパイロットト

死 死

①
全
て
の
蛇
口
を
閉
め
、
水
を

使
っ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認

②
水
道
メ
ー

タ
ー
の
ふ
た

を
開
け
、
パ

イ
ロ
ッ
ト
を

確
認

回
転
し
て
い
た

回
転
し
て
い
た
らら

漏
水
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す

至
急
、
市
指
定
工
事
事
業
者
に

修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
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合
格
者
は
、
採
用
候
補
者
名
簿

に
登
載
し
、
今
年

月
１
日
又
は
、

１０

来
年
４
月
１
日
に
採
用
す
る
予
定

で
す
。
た
だ
し
、
採
用
時
に
各
学

校
を
卒
業
し
て
い
な
い
、
又
は
資

格
等
の
取
得
見
込
み
が
な
い
場
合

は
失
格
と
な
り
ま
す
。

●
採
用
日
／
区
分
／
職
種
／
定

員
／
対
象
／
必
要
な
資
格
等

下

表
の
と
お
り

●
試
験
日
程

大
学
・
短
大（
自
己
Ｐ
Ｒ
方
式
）▼

１
次
試
験
糸
７
月

日
昇
～

日

１９

２３

松
の
う
ち
１
日
と

日
掌

２
次

２４

試
験
糸

月
１
日
採
用
は
８
月
８

１０

日
捷
、
来
年
４
月
１
日
採
用
は
８

月
９
日
昇

大
学
・
短
大（
一
般
方
式
）▼
１
次

試
験
糸
７
月

日
昇
～

日
松
の

１９

２３

う
ち
１
日
と

日
掌

２
次
試
験

２４

糸
保
育
士
は
８
月

日
掌
・

日

２１

２２

捷
の
う
ち
１
日
、
そ
の
他
は
８
月

日
昭
と
、

日
晶
・

日
松
の

１８

１９

２０

う
ち
１
日

高
校
・
民
間
企
業
等
職
務
経
験
者

▼
１
次
試
験
糸
９
月

日
掌

２

１８

次
試
験
糸

月

日
掌

１０

１６

●
試
験
内
容

面
接
・
筆
記
・
性

格
検
査
・
作
文
等

※
保
育
士
・
教
諭
職
は
、
２
次
試

験
で
別
途
実
技
試
験
あ
り
。

●
申
込
期
間

大
学
・
短
大（
自

己
Ｐ
Ｒ
・
一
般
方
式
）
糸
５
月
２３

日
捷
～
６
月

日
昌

高
校
・
民

１５

間
企
業
等
職
務
経
験
者
糸
８
月
１

日
捷
～

日
昭

１８

●
申
込
方
法

受
験
申
込
書
・
面

接
カ
ー
ド
・
成
績
証
明
書
・
卒
業

（
見
込
）証
明
書
を
原
則
郵
送（
消

印
有
効
）で
各
申
込
期
間
内
に
、

人
事
課（
〒

－

８
５
０
１
住
所

４４６

記
載
不
要
）へ

※
民
間
企
業
等
職
務
経
験
者
は
職

務
経
歴
票
、
大
学
・
短
大（
自

己
Ｐ
Ｒ
方
式
）は
面
接
カ
ー
ド

に
代
え
て
自
己
Ｐ
Ｒ
シ
ー
ト
が

必
要
。

※
要
項
・
申
込
書
等
は
、
同
課
・

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

詳
細
は
試
験
実
施
要
項
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

市
役
所
今
年

月
及
び
来
年
４
月
採
用
職
員
を
募
集

１０

■問
▼
人
事
課

（
緯〈

〉２
２
０
３
）

７１

趣
向
を
こ
ら
し
、
自
ら
手

作
り
し
た
イ
カ
ダ
で
矢
作
川

を
下
り
ま
せ
ん
か
。

●
と
き

７
月
２
日
松
午
前

８
時
～
午
後
１
時
予
定（
予

備
日

日
松
）

２３

●
コ
ー
ス

川
島
河
川
敷
公

園
～
藤
井
公
園
東
の
矢
作
川

堰（
約

灼
）

４．５

●
対
象

小
学
３
年
生
以
上

の
３
～
５
人
で
１
艇

※
小
中
学
生
の
参
加
に
は
制

限
あ
り
。

●
定
員

艇（
先
着
順
）

５０

●
費
用

１
艇
２
０
０
０
円

●
そ
の
他

参
加
者
に
は
６

月

日
松
に
桜
井
公
民
館
に

１８
て
説
明
会
を
実
施

●
申
し
込
み

５
月

日
晶

２０

～
６
月

日
晶
午
前
９
時
～

１０

午
後
５
時（
捷
を
除
く
）に
、

申
込
書
を
直
接
か
郵
送（
必

着
）、フ
ァ
ク
ス
で
桜
井
公
民

館（
〒

－

１
１
５
４
桜
井

４４４

町
大
役
田
１－

１
／
胃〈

〉
９９

５
４
６
３
）／
緯〈

〉３
３

９９

１
３
）へ

必要な資格等（取得・
履修見込み含む）対象定員

（程度）職種区分採用
日

昭和６１年４月２日以
降生まれで、４年制
大学・短期大学・高
等専門学校・専修学
校の専門課程を卒業
又は来年３月（１０月
１日採用者は今年９
月）までに卒業見込
みの人

３人事務職
（一般）

大学
短大

自己
ＰＲ
方式

１０月
１日

３人事務職
（一般）

大学
短大

自己
ＰＲ
方式

来年
４月
１日

１５人

一般
方式

保育士資格と幼稚園教
諭免許２５人保育士・

教諭職
土木系の科目を履修２人技術職

（土木）
建築系の科目を履修１人技術職

（建築）
保健師資格１人保健師
身体障害者手帳の交付
を受けた人で、自力で
通勤ができ、介護者な
しで職務の遂行ができ
る人

昭和５６年４月２日以
降生まれで、４年制
大学・短期大学等を
卒業又は来年３月ま
でに卒業見込みの人

１人
事務職
（身体
障害者）

平成１０年４月２日以
降生まれで、高等学
校を来年３月までに
卒業見込みの人

１人事務職
（一般）高校

民間企業等で情報処理
実務経験期間が５年以
上ある人昭和５６年４月２日～

昭和６１年４月１日生
まれで、４年制大学
を卒業した人

１人事務職
（一般）

大学

民間
企業
等職
務経
験者

大学で土木系の科目を
履修し、民間企業等で
土木工事の設計・施工
管理実務経験期間が５
年以上ある人

１人技術職
（土木）

※地方公務員法第１６条（欠格条項）に該当する人は受験できません。
※実務経験とは、正規社員として同一の事業所で１週間当たり３５時間以上勤務
し、１年以上継続して職務に従事した期間が該当します。
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昨
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た

「
さ
わ
や
か
マ
ナ
ー
ま
ち
づ
く
り

条
例
」を
、
よ
り
身
近
に
感
じ
、

よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、
日
常
で
起
き
た
事
例
や
皆

さ
ん
の
経
験
等
を
川
柳
に
し
た
作

品
を
公
募
し
ま
す
。

●
さ
わ
や
か
マ
ナ
ー
と
は

よ
り

良
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
に
遵
守
し
て
ほ
し
い
次
の
６
つ

の
項
目

暫
ポ
イ
捨
て
を
や
め
よ
う

暫
路
上
喫
煙
を
や
め
よ
う

暫
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
は
持
ち
帰
ろ
う

暫
ち
ら
し
を
散
乱
さ
せ
な
い
よ
う

に
し
よ
う

暫
歩
き
ス
マ
ホ
を
や
め
よ
う

暫
落
書
き
を
や
め
よ
う

●
募
集
作
品

さ
わ
や
か
マ
ナ
ー

を
題
材
と
し
た
川
柳

※
川
柳
は
俳
句
と
同
じ〈
五
・
七
・

五
〉の
十
七
音
の
定
型
詩
。

●
注
意
事
項

暫
作
品
は
応
募
者
自
作
の
未
発
表

作
品
で
、
第
三
者
が
有
す
る
著

作
権
を
侵
害
し
て
い
な
い
も
の

に
限
り
ま
す

暫
採
用
作
品
の
著
作
権
、
商
標
権
、

そ
の
他
一
切
の
権
利
は
安
城
市

に
帰
属
し
ま
す

さ
わ
や
か
マ
ナ
ー
川
柳
を
募
集

暫
採
用
決
定
作
品
は
、
氏
名
、
住

所（
市
町
村
名
ま
で
）を
公
表
し

ま
す

●
賞
／
賞
金

最
優
秀
賞（
１
点
）

糸
１
万
円

部
門
賞（
各
２
点
）
糸

大
人
・
中
高
生
・
子
ど
も
部
門

で
そ
れ
ぞ
れ
５
千
円

優
秀
賞

（
５
点
）
糸
２
千
円

※
高
校
生
以
下
に
は
同
額
の
図
書

カ
ー
ド
を
贈
呈
。

●
結
果
発
表

９
月
上
旬（
予
定
）

●
申
し
込
み

５
月

日
捷
～
７

２３

月

日
晶
に
、
は
が
き
に
郵
便
番

２２
号
・
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
・
性
別
・
職
業
又
は
学
校
名・

電
話
番
号
・
作
品
・
作
品
の
解
説

（

字
以
内
）を
記
入
し
、
郵
送

５０
（
必
着
）で
環
境
都
市
推
進
課（
〒

－

８
５
０
１
住
所
記
載
不
要
）

４４６へ※
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内「
さ

わ
や
か
マ
ナ
ー
川
柳
募
集
」の

ペ
ー
ジ
か
ら

も
応
募
可
。

※
応
募
作
品
数

に
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
。

■問
▼
環
境
都
市
推
進
課

（
緯〈

〉２
２
０
６
）

７１

地
震
の
揺
れ
を
感
知
し
、
自
動

的
に
電
気
の
供
給
を
遮
断
す
る
感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
。
各
家
庭
に
設
置

す
る
こ
と
で
、
出
火
を
防
止
し
、

地
震
時
の
火
災
被
害
を
軽
減
す
る

効
果
が
あ
り
ま
す
。

本
市
で
は
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の

設
置
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

●
対
象
製
品

分
電
盤
タ
イ
プ

（
内
蔵
型
又
は
増
設
型
）

●
対
象
者

①
～
③
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人

①
対
象
地
域
内（
※
）に
市
の
耐
震

改
修
補
助
金
を
受
け
て
耐
震
改

修
工
事
を
行
っ
た
住
宅
を
所
有

②
対
象
地
域
内（
※
）に
住
宅
を
所

有
③
対
象
地
域
内（
※
）で
住
宅
を
新

築
予
定

※
対
象
地
域
と
は
国
勢
調
査
に
基

づ
く
人
口
集
中
地
区
の
こ
と
で

す
。
詳
し
く
は
、
総
務
省
統
計

局
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
j
Ｓ
Ｔ
Ａ

Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｐ
」で
確
認
す
る
か
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
補
助
率
及
び
上
限
額

①
糸
購
入
・
設
置
費
用
の
３
分
の

２
、
上
限
５
万
円

②
糸
購
入
・

設
置
費
用
の
３
分
の
２
、
上
限
２

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
補
助

万
円

③
糸
上
限
１
万
円

●
予
算
額

万
円

３００

※
申
請
が
予
算
額
を
超
え
た
時
点

で
受
け
付
け
を
終
了
。

●
そ
の
他

申
請
前
に
工
事
着
手

し
て
い
る
場
合
は
補
助
金
を
交
付

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
記
載
し
た

ほ
か
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す

●
申
し
込
み

捷
～
晶
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分（
抄
を
除

３０

１５

く
）に
、
申
請
書
等
を
持
っ
て
危

機
管
理
課
へ

※
申
請
書
は
同
課
・
市
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

■問
▼
危
機
管
理
課

（
緯〈

〉２
２
２
０
）

７１

安
城
の
夏
の
風
物
詩「
安

城
七
夕
ま
つ
り
」。今
年
は
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
ち
な
み
、
テ

ー
マ
を「
輪
」と
し
て
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
協
賛
く
だ
さ

い
。

●
協
賛
媒
体
・
協
賛
金

暫
協
賛
金

１
口
５
０
０
０
円
か
ら

暫
公
式
読
本
広
告

８
万
５
０
０
０
円
か
ら

暫
う
ち
わ（

本
）

１００

１
万
８
０
０
０
円
か
ら

暫
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

（
１
０
０
０
個
）

２
万
１
０
０
０
円
か
ら

暫
ボ
ー
ル
ペ
ン（

本
）

１００

１
万
８
０
０
０
円
か
ら

暫
竹
飾
り（
１
本
）

４
万
円
か
ら

●
そ
の
他

記
載
し
た
ほ
か

に
も
協
賛
媒
体
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い

●
申
し
込
み

５
月

日
昇

３１

ま
で
の
午
前
９
時
～
午
後
５

時
に
、
安
城
七
夕
ま
つ
り
協

賛
会（
安
城
商
工
会
議
所
内

／
緯〈

〉５
１
７
５
）へ

７６



５
月
９
日
に
市
制
施
行

周
年

６４

発
展
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
式
典

に
お
い
て
、
本
市
の
発
展
に
尽
く

し
た
皆
さ
ん
を
市
政
功
労
者
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
功
労
の

あ
っ
た
皆
さ
ん
を
一
般
功
労
者
と

し
て
表
彰
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成

年
度
中
に
多
額

２７

の
寄
付
等
を
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
特

別
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

〈
敬
称
略
〉

尾
本
雅
光（

歳
／
公
平
委
員
／

ま
さ
み
つ

７３

桜
町
）

藤
野
千
秋（

歳
／
町
内
会
長
／

ち
あ
き

７４

城
南
町
）

杉
山
秀
樹（

歳
／
町
内
会
長
／

ひ
で
き

６６

明
治
本
町
）

太
田
邦
昭（

歳
／
保
護
司
／
川

く
に
あ
き

７６

島
町
）

山
本
隆
教（

歳
／
同
／
別
郷
町
）

た
か
の
り

７３

伊
藤
惠
美
子（

歳
／
同
／
美
園

え

み

こ

６８

町
）

加
藤
芳
子（

歳
／
交
通
指
導
員

よ
し
こ

６０

／
箕
輪
町
）

金
子
功
男（

歳
／
安
城
商
工
会

い
さ
お

７４

議
所
議
員
・
常
議
員
・
副
会
頭
／

住
吉
町
）

岡
田
初
夫（

歳
／
安
城
商
工
会

は
つ
お

６４

議
所
議
員
／
日
の
出
町
）

大
嶽
岩
雄（

歳
／
安
城
商
工
会

お
お
た
け
い
わ
お

６４

議
所
常
議
員
・
筆
頭
常
議
員
／
桜

町
）

富
田
清
治（

歳
／
安
城
商
工
会

き
よ
は
る

６２

議
所
議
員
・
常
議
員
・
筆
頭
常
議

員
／
藤
井
町
）

笠
原
喜
美
江（

歳
／
安
美
展
審

き

み

え

７９

査
員
／
榎
前
町
）
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中
根
雅
楽
抄
都（

歳
／
安
城
文

う

た

さ

と

７１

化
協
会
理
事
／
日
の
出
町
）

渡
邉
鍾し

ょ
う

藏（

歳
／
安
城
市
硬
式

ぞ
う

７１

テ
ニ
ス
協
会
会
長
・
安
城
市
体
育

協
会
理
事
／
大
東
町
）

荒
川
清
明（

歳
／
ス
ポ
ー
ツ
推

き
よ
あ
き

６７

進
委
員
／
桜
井
町
）

野
村
富
雄（

歳
／
安
城
市
軟
式

と
み
お

６４

野
球
連
盟
理
事
長
・
安
城
市
体
育

協
会
副
理
事
長
／
篠
目
町
）

鈴
木
盛
久（

歳
／
安
城
市
バ
レ

も
り
ひ
さ

６１

ー
ボ
ー
ル
連
盟
理
事
長
・
安
城
市

体
育
協
会
常
任
理
事
／
豊
田
市
）

遠
山
満（

歳
／
消
防
団
員
・
分

み
つ
る

４６

団
長
／
浜
屋
町
）

石
川
秀
孝（

歳
／
消
防
団
員
・

ひ
で
た
か

４４

分
団
長
・
副
団
長
／
村
高
町
）

築
山
信
之（

歳
／
消
防
団
員
・

の
ぶ
ゆ
き

４３

分
団
長
／
相
生
町
）

笠
原
正
樹（

歳
／
同
／
東
別
所

ま
さ
き

４１

町
）

森
下
俊
夫（

歳
／
同
／
昭
和
町
）

と
し
お

４１

富
安
政
広（

歳
／
同
／
美
園
町
）

ま
さ
ひ
ろ

４０

近
藤
一（

歳
／
同
／
別
郷
町
）

は
じ
め

４０

宮
川
智
行（

歳
／
同
／
池
浦
町
）

と
も
ゆ
き

４０

小
鹿
祐
樹（

歳
／
同
／
里
町
）

お
じ
か
ゆ
う
き

４０

増
田
浩
明（

歳
／
同
／
篠
目
町
）

ひ
ろ
あ
き

４０

藤
岡
忍（

歳
／
同
／
同
）

し
の
ぶ

４０

木
下
弘
之（

歳
／
同
／
同
）

ひ
ろ
ゆ
き

４０

稲
垣
隆
則（
障
害
福
祉
の
た
め
の

た
か
の
り

寄
付
／
岡
崎
市
）

鳥
居
祝
子（
地
域
医
療
事
業
の
た

の
り
こ

め
の
寄
付
／
緑
町
）

山
田
節
子（
障
害
福
祉
の
た
め
の

せ
つ
こ

寄
付
／
岡
崎
市
）

株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー（
ス
ポ
ー
ツ

振
興
の
た
め
の
寄
付
／
刈
谷
市
）

久
野
和
洋（
芸
術
文
化
振
興
の
た

か
ず
ひ
ろ

め
美
術
品
の
寄
贈
／
東
京
都
国
分

寺
市
）

香
村
愛
子（
同
／
明
治
本
町
）

あ
い
こ

ア
イ
シ
ン
精
機
株
式
会
社（
道
路

維
持
及
び
緊
急
災
害
時
の
パ
ト
ロ

ー
ル
用
車
両
の
寄
贈
／
刈
谷
市
）

吉
見
幸
造（
永
年
、
弁
護
士
法
律

こ
う
ぞ
う

相
談
の
相
談
員
と
し
て
尽
力
／
弁

天
町
）

■問
▼
秘
書
課

（
緯〈

〉２
２
０
１
）

７１

市市市市市市市市市市
政政政政政政政政政政
功功功功功功功功功功
労労労労労労労労労労

市
政
功
労
者者者者者者者者者者者

特特特特特特特特特特
別別別別別別別別別別
感感感感感感感感感感
謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝
状状状状状状状状状状
被被被被被被被被被被
贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈
呈呈呈呈呈呈呈呈呈呈

特
別
感
謝
状
被
贈
呈
者者者者者者者者者者者

一一一一一一一一一一
般般般般般般般般般般
功功功功功功功功功功
労労労労労労労労労労

一
般
功
労
者者者者者者者者者者者

市
政
功
労
者
・
一
般
功
労
者
を
表
彰

４
月

日
現
在
、
本
市
に

２０

住
民
登
録
が
あ
る
左
記
対
象

者
に
、
５
月
６
日
付
け
で
、

が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
を
送
付
し
ま
し
た
。

●
受
診
期
間

来
年
２
月
２８

日
昇
ま
で

※
今
年
度
か
ら
受
診
期
間
が

短
く
な
っ
て
い
ま
す
。
早

め
の
受
診
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ

市
保
健
セ

ン
タ
ー（
緯〈

〉１
１
３
３
）

７６

■
子
宮
頸
が
ん
検
診

●
内
容

問
診
・
視
診
・
細

胞
診

●
対
象

平
成
７
年
４
月
２

日
～
平
成
８
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
女
性

■
乳
が
ん
検
診

●
内
容

問
診
・
視
触
診
・

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

●
対
象

昭
和

年
４
月
２

５０

日
～
昭
和

年
４
月
１
日
生

５１

ま
れ
の
女
性
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●
と
き

７
月

日
昌
～
８
月

２０

３１

日
昌
午
前

時
～
午
後
３
時（
休

１１

園
日
を
除
く
）

※
８
月
６
日
松
・
７
日
掌
・

日
１３

松
・

日
掌
・

日
松
・

日

１４

２０

２１

掌
・

日
松
・

日
掌
は
午
後

２７

２８

３
時
～
８
時
。

●
内
容

デ
ン
パ
ー
ク
の
イ
メ
ー

ジ
に
合
う
夏
ら
し
い
演
奏
や
ダ
ン

ス
の
発
表
。
大
音
量
の
演
奏
は
不

可

演
奏
時
間獅

分
の
ス
テ
ー

３０

ジ
を
１
・
２
回

●
定
員

各
１
組
程
度

●
そ
の
他

暫
デ
ン
パ
ー
ク
の
音
響
機
材
を
利

用
で
き
ま
す
が
、
高
度
な
操
作

が
必
要
な
場
合
は
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
を
手
配
し
て
く
だ
さ
い

暫
応
募
者
多
数
の
場
合
、
出
演
を

お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

暫
６
月

日
昭
ま
で
に
出
演
の
可

３０

否
を
連
絡
し
ま
す

暫
出
演
者
１
人
に
つ
き
２
枚
の
デ

ン
パ
ー
ク
招
待
券
を
進
呈
し
ま

す
●
申
し
込
み

６
月

日
捷（
必

２０

着
）ま
で
に
、
代
表
者
の
住
所
・

氏
名
・
電
話（
フ
ァ
ク
ス
）番
号
・

●
開
所
日
時

７
月

日
昭
～
８

２１

月

日
昌
午
前
７
時

分
～
午
後

３１

３０

７
時（
掌
抄
を
除
く
）

※
土
曜
日
は
拠
点
児
童
ク
ラ
ブ
で

の
開
所
に
な
り
ま
す
。

●
対
象
児
童

１
日
４
時
間
以
上

の
就
労
等
の
理
由
に
よ
り
、
家
庭

に
保
護
者
及
び

歳
以
下
の
同
居

６９

の
親
族
が
い
な
い
小
学
１
～
６
年

生
で
、
集
団
生
活
が
で
き
る
児
童

●
費
用

月
額諮

７
月
糸
５
２
０

０
円

８
月
糸
８
６
０
０
円

い

ず
れ
も
別
途
お
や
つ
代
が
月
１
０

０
０
円
必
要

※
通
所
期
間
中
は
、
弁
当
・
水
筒

の
持
参
が
必
要
で
す
。

●
そ
の
他

各
児
童
ク
ラ
ブ
に
は

定
員
が
あ
り
、
入
会
の
決
定
に
つ

い
て
は
優
先
順
位（
低
学
年
・
就

労
状
況
等
）が
あ
り
ま
す
。
各
児

童
ク
ラ
ブ
の
空
き
状
況
等
の
詳
細

は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

●
申
し
込
み

６
月
１
日
昌
～
３０

日
昭
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

３０

（
松
掌
を
除
く
）に
、
申
込
用
紙
・

就
労
証
明
書
等
を
持
っ
て
子
育
て

支
援
課（
あ
ん
ぱ
～
く
内
）へ

※
申
込
用
紙
は
同
課（
あ
ん
ぱ
～

く
内
）・各
児
童
ク
ラ
ブ
で
配
布
。

■問
▼
子
育
て
支
援
課

（
緯〈

〉２
３
１
９
）

７２

夏
休
み
の
児
童
ク
ラ
ブ
入
会
を
受
け
付
け

デ
ン
パ
ー
ク
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
イ
ベ
ン
ト
出

演
者
を
募
集

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・
参
加
希
望

日（
可
能
日
が
複
数
あ
れ
ば
全
て

記
入
）・参
加
人
数
と
、
演
奏
内
容

の
わ
か
る
Ｍ
Ｄ
、
Ｃ
Ｄ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

等
デ
モ
テ
ー
プ
を
デ
ン
パ
ー
ク
イ

ベ
ン
ト
参
加
者
募
集
係（
〒

－４４６

０
０
４
６
赤
松
町
梶
１
）へ

※
デ
モ
テ
ー
プ
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

な
お
、
過
去
１
年
間
に
出
演
実

績
の
あ
る
人
は
、
デ
モ
テ
ー
プ

の
提
出
は
不
要
で
す
。

■問
▼
デ
ン
パ
ー
ク

（
緯〈

〉７
１
１
１
）

９２

◎
市
民
協
働
推
進
基
金
と
は

市
民
協
働
推
進
基
金
に
は
、
皆

さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
が

集
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
寄
付
金

額
と
同
額
を
市
が
積
み
立
て
て
い

ま
す
。

こ
の
基
金
は
、
市
民
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
や
地
域
が
抱
え
る
諸
課

題
の
解
決
に
つ
な
が
る
よ
う
な
事

業
を
対
象
と
し
た「
市
民
活
動
補

助
金
」の
原
資
と
な
り
、
市
民
活

動
団
体
の
自
立
と
発
展
及
び
、
市

民
協
働
の
推
進
に
活
用

さ
れ
ま
す
。

◎
寄
付
方
法

①
～
④
の
い
ず
れ
か

の
方
法
に
よ
り
、
寄
付

を
お
願
い
し
ま
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

①
市
民
協
働
課
窓
口

②
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

設
置
の
募
金
箱

③
納
付
書
に
よ
る
振
り

込
み

④
現
金
書
留

市
民
協
働
推
進
基
金
へ
寄
付
を
お

願
い
し
ま
す

■
寄
付
者
へ
の
税
の
優
遇
措
置

２
０
０
０
円
以
上
の
寄
付
で
、

所
得
税
・
住
民
税
・
法
人
税（
法

人
市
民
税
）が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

税
の
軽
減
例諮

１
万
円
の
寄
付
糸

８
０
０
０
円
軽
減

３
万
円
の
寄

付
糸
２
万
８
０
０
０
円
軽
減

※
税
金
滞
納
者
・
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
設
置
の
募
金
箱
へ
の
寄
付

者
は
税
の
軽
減
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■問
▼
市
民
協
働
課

（
緯〈

〉２
２
１
８
）

７１



■おすすめ本リストをリニューア
ルしました
スタッフがおすすめする絵本や児
童書のリストをリニューアル。乳児
（０～２歳）向けから中学生向けまで、
年齢・学年に合わせたリストになっ
ています。リストは中央図書館ウェ
ブサイトでも見ることができます。

■大人向けのおはなし会にぜひご
参加を
図書館では大人を対象とした「大
人向けの絵本朗読会」「おすすめ絵本
紹介」を毎月開催しています。大人
だからこそ感じることができる、絵
本の深い世界や魅力を存分にお楽し
みください。６月の予定は下記「６
月のおはなし会」に記載しています。
また、７月以降の日程は本紙１５日号
で順次お知らせします。

中央図書館（緯〈７６〉６１１１）

お知らせ

※対象年齢は目安です。

６月の休館日
６日捷・１３日捷・２０日捷・２４日晶・
２７日捷

６月のおはなし会
１日昌午前１０時
３０分

えほんのとびら（０
～２歳）

２日昭午前１０時
３０分

おはなしゆりかご
（０～２歳）

４日松午後３時おはなしレストラン
（小学生以上）

７日昇・２１日昇
午前１０時３０分

えほんとわらべうた
の会（０～２歳）

８日昌午前１０時
３０分

おはなしたまてばこ
（１～５歳）

１１日松午後２時おはなしえがお（３
歳～小学３年生）

１６日昭午前１０時
３０分

いないいないばあ
（１～５歳）

１７日晶午前１０時
３０分

このゆびと～まれ
（０～２歳）

１８日松午前１０時
３０分

南吉朗読ででむし会
（小学生以上）

１９日掌午後２時かみしばいの会（３
歳～小学３年生）

２２日昌午前１０時
３０分

おはなしまあだ（１
～５歳）

２５日松午前１１時大人のための絵本朗
読会（一般）

２９日昌午前１０時
３０分

絵本好き集まれ！お
すすめ絵本紹介（一般）

３０日昭午前１１時おはなしの森（１～
５歳）

スポーツセンターの催し ˝

■￥施設使用料
■問スポーツセンター（緯〈７５〉３５４５）
プールワンポイントレッスン
■時５月１７日昇・２４日昇、６月７日昇・
１４日昇・２１日昇・２８日昇午後３時～
３時５０分（受け付けは午後２時３０分
まで）
■内初心者向けの基礎水泳指導・水中
ウォーキングを体験（１人１０分間）

■対小学生以上（小学３年生以下は保護
者同伴。保護者１人につき２人まで
入場可）
■定各５人（当日先着順、電話受け付け
可）

■持水着、水泳帽子、ゴーグル
トレーニングショートプログラム「ス
トレッチエクササイズ」
■時５月１８日昌・２５日昌午後３時３０分～
４時２０分
■内簡単なバレエの動きを取り入れたス
トレッチをします

■対トレーニングルーム初回講習受講済
の人
■定各１５人（先着順、開催日当日の午後
３時から整理券配布）

マーメイドパレスの催し ˝

■￥施設利用料
■問マーメイドパレス（緯〈９２〉７３５１）

プール利用時間延長
■時６月１日昌～９月２８日昌

■内プールを午後９時まで延長
女性のためのお手軽エクササイズ（中
高年向け）
■時①６月３日晶午前１０時３０分～１１時３０
分 ②６月１７日晶午後１時３０分～２
時３０分
■内①初級編施体力に自信がない人でも
気軽に参加できるお手軽エクササイ
ズ ②中級編施ストレッチや全身運
動を取り入れたお手軽エクササイズ
■講健康運動指導士
■対運動を始めたい女性
■定各８人（先着順）
■￥５００円
■持運動のできる服装、タオル、飲み物
（ペットボトル）
■申５月２０日晶午前１０時から、電話でマ
ーメイドパレスへ
平日限定「利用料還元フェア」
■時６月７日昇～１０日晶・１４日昇～１７日
晶

■内くじを引き、当たりが出た人に施設
利用券を進呈

■対プール・トレーニングルームを利用
した人

着衣泳体験会～ういてまて～
■時６月１９日掌午後６時～７時
■内海や川での水難事故を防ぎ、命を守
る着衣泳の技術と知識を学ぶ

■対５歳～小学３年生の子とその保護者
■定２０組（先着順）
■持水着・ペットボトル（１．５狩程度でふ
た付）・濡れてもいい服・タオル・洗
濯済の清潔な運動靴
■申５月２４日昇午前１０時から、直接か電
話でマーメイドパレスへ

■￥入苑料施１００円（中学生以下無料）
呈茶料施３００円
■場■問丈山苑（緯〈９２〉７７８０）
あじさいこんさーと（オカリナ演奏）
■時６月４日松午後２時～３時
■内出演獅黒野宏通

ひろ みち

落語会
■時７月９日松午後６時～７時２０分
■内出演獅柳

りゅう

亭左
てい さ

龍
りゅう

■定１３０人（先着順）
■申５月２０日晶午前９時から、電話で丈
山苑へ

丈山苑の催し ˝

市民団体のABK朝美活・人の輪ネ
ットあんじょうと、ごみゼロ推進課が
合同で開催します。
■時■場５月２８日松午前９時（雨天中止）
集合場所施新幹線三河安城駅北口
■内清掃活動をしながら、ＪＲ安城駅ま
で歩きます。また、午前１０時３０分か
らはＪＲ安城駅南側ホコ天会場（御
幸本町）できーぼー５３０袋のお披露目
をします

■問株式会社ビレッジ開発社長室・下村
さん（緯〈７１〉０３００）、ごみゼロ推進課
（緯〈７６〉３０５３）

５３０大作戦！ ˝

芽広報あんじょう 2016.5.15

■申申し込み方法など ■問問い合わせ先 ※なお、■対どなたでも、■定特になし、■￥無料の場合は記載を省略しています。



■問堀内公園（緯〈９９〉５９４７）
Mama’smarché～ママたちの手作
り・愛情こもった市場～
■時５月２２日掌午前１０時～午後３時（雨
天中止）
■内手作り雑貨、オーガニック食品・野
菜、ワークショップ等の出店

作ってみよう「カラ―バンドで工作」
■時５月２８日松・２９日掌午前１０時～午後
３時
■内PPバンドを使った小物やボール作
り

■対３０人（当日先着順）
南吉スタンプラリー
■時６月４日松・５日掌・１１日松・１２日
掌・１８日松・１９日掌・２５日松・２６日
掌午前９時～午後４時

■内新美南吉作品を題材にしたクイズ形
式のスタンプラリー。参加賞を進呈
■定各１００人（当日先着順、１人１日１枚
まで）
ノルディックウォーキング＆棒ビクス
体験会
■時６月１１日松諮①ノルディックウォー
キング獅午前９時３０分～１０時３０分
②棒ビクス獅午前１１時～正午

■内①獅ポールの使い方、歩き方 ②獅

肩こり腰痛予防体操
■対①獅小学生以上 ②獅１８歳以上
■定①施４０人 ②施２０人 いずれも先着
順
■￥器具使用料各５００円。２種類使用す
る場合は８００円、持参する人は無料

■持運動しやすく体温調節のできる服装、
靴、飲み物
■申５月２０日晶～６月１０日晶午前９時～
午後４時３０分（休園日を除く）に、直
接か電話で堀内公園へ

堀内公園の催し ˝

地域で運動を中心とした健康づくり
活動をする、健康づくりリーダーを養
成する研修会です。
■時９月３０日晶、１０月９日掌・１５日松・
２３日掌・２９日松、１１月６日掌・１３日
掌・２５日晶（全８回）

■場あいち健康の森健康科学総合センタ
ー（知多郡東浦町）

■対研修後、健康づくりリーダー安城支
部に登録し、ボランティアとして健
康づくり活動ができる、市内在住の
１８歳以上
※事前に健康度評価の受検（有料）が
必要。２０人分（先着順）の受検費用を
市が負担します。希望者は６月１日
昌～８月５日晶に、直接か電話で市
保健センターへ。

■定８０人（先着順）
■他来年１月から本講座を市内でも開催
予定です。詳しくは問い合わせてく
ださい

■申６月１日昌～８月７日掌午前９時～
午後５時（捷を除く）に、申込書を持
参か郵送（必着）・ファクスであいち
健康プラザ（〒４７０－２１０１知多郡東浦
町大字森岡字源吾山１－１／胃０５６２
〈８２〉０２２８）へ
※申込書は市保健センター・あいち
健康プラザウェブサイトで配布。

■問あいち健康の森健康科学総合セン
ター（緯０５６２〈８２〉０２１１）、市保健セン
ター（緯〈７６〉１１３３）

県健康づくりリーダーバン
ク登録研修会

˝
˝

公園ＤＥフィットネス
■時６月４日松午前１０時～１１時３０分
■内夏バテしない心と体を作る武道の動
きを使ったエクササイズ
■講服部真史氏

まさ ふみ

■対１８歳以上
■定２０人（先着順）
■￥２００円（飲み物代含む）
■持手袋、タオル、汚れてもいい服装
川をきれいに！廃油せっけんづくり
■時６月５日掌午前１０時～１１時３０分
■講古居敬子氏（環境アドバイザー）

けい こ

■対１８歳以上
■定５人（先着順）
■持ゴム手袋、長袖の服装
布ぞうりづくり
■時６月７日昇・２１日昇午前１０時～１１時
３０分（全２回）
■講阿部房子氏

ふさ こ

■対１８歳以上で両日ともに参加できる人
■定１０人（先着順）
■￥５００円
父の日ありがとうモビール
■時６月１１日松午前
１０時～１１時３０分
■対４歳以上（小学
１年生以下は保
護者同伴）
■定１０人（先着順）
■￥１００円
■持ふた付きの５００
朱ペットボトル１本
カードで仲間あそび
■時６月１２日掌午前１０時～１１時３０分
■講古居敬子氏（環境アドバイザー）

けい こ

■対４歳以上（小学１年生以下は保護者
同伴）
■定１０人（先着順）
■￥１００円

申し込み
５月２１日松～各講座開催日３日前ま

での午前９時～午後９時（昌を除く）に、
講座名・住所・氏名・年齢・電話番号・
参加人数を、直接か電話・ファクスで
環境学習センターエコきち（☎・胃〈７６〉
７１４８）へ

環境学習センターエコきち
の講座

˝
˝

■時期間・日時 ■場場所 ■内内容 ■講講師・指導 ■対対象・資格 ■定定員・募集人数 ■￥費用・受講料など ■持持ち物 ■他その他

蛾 広報あんじょう 2016.5.15

■時６月１２日掌午前９時３０分～午後２時
３０分（小雨決行）
■場■内集合場所獅明祥プラザ駐車場 コ
ース施明祥プラザ～念空寺～長福

ねん くう じ ちょう ふく

寺～油ヶ淵しょうぶ園・応仁寺（往
じ おう にん じ

復約９灼）
■他乗り合わせかあんくるバスでお越し
ください

■問市体育館（緯〈７５〉３５３５）

油ヶ淵しょうぶ歩け運動 ˝



ダンボールコンポスト講習
会

˝
˝

■内■時基礎講習会獅６月１８日松午後１時
３０分～３時 フォローアップ講習会
獅８月２０日松午後３時１５分～４時３０
分（全２回）

■場リサイクルプラザ
■講市消費生活学校会員
■対市内在住の１８歳以上
■定１５人（先着順）
■￥７００円
■申５月２０日晶からの午前９時～午後５
時（松掌を除く）に、電話で清掃事業
所（緯〈７６〉３０５３）へ

デンパークフラワーフェス
ティバル春のイベント

˝
˝

■￥入園料別途
■他フラワーフェスティバルは５月２９日
掌まで開催しています
■問デンパーク（緯〈９２〉７１１１）
大道芸パフォーマンス
■時５月２１日松午前１１時、午後１時・３
時
■内出演獅大道芸人ひろと
パッコロリンミニステージショー
■時５月２２日掌午前１１時、午後２時３０分
大道芸パフォーマンス
■時５月２８日松午前１１時、午後１時・３
時（雨天中止）
■内出演獅ジャグラー一機

いっ き

■時６月１７日晶午前１０時～午後０時３０分
■場デンパーククラブハウス
■内献立施レモン風味の洋風浅漬け、鯵
のアクアパッツァ（洋風煮）、タプナ
ード（オリーブとアンチョビのペー
スト）
■講入山竜彦氏

たつ ひこ

■定１５人（先着順）
■￥１５００円（入園料別途）
■持エプロン、手拭き用タオル、箸
■他都合により変更の場合あり。詳細は
問い合わせてください
■申６月１０日晶までの午前９時３０分～午
後５時（休園日を除く）に、直接か電
話でデンパーククラブハウス（緯〈９２〉
７１１２）へ

地元の野菜を使ってつくる
ヘルシー料理教室

˝
˝

■時６月１２日掌午前１０時
■場総合福祉センター
■内情報交流会、親子で楽しむヨガ
■対市内在住のひとり親家庭の親子
■持バスタオル・飲み物
■問市母子福祉会・成島清美さん（緯・

なり しま きよ み

胃〈９９〉６５５４）、市子育て支援課（緯〈７１〉
２２２９）

ひとり親家庭情報交流会 ˝

プラネタリウム６月の生解
説

˝
˝

■時■内４日松・５日掌・１１日松・１２日掌

獅生解説「火星と木星と土星に行こ
う」、通常投映番組 １８日松・１９日掌・
２５日松・２６日掌獅生解説「古代エジ
プトの星空」、通常投映番組
※時間はいずれも午後１時３０分・３
時。ただし、２６日は午後１時３０分の
み。
■￥５０円（団体４０円、中学生以下無料）
■場■問文化センター（緯〈７６〉１５１５）

移動美術館「水のある風景」
ワークショップ

˝
˝

■場■問市民ギャラリー（緯〈７７〉６８５３）
簡単！はじめての絞り染め体験
■時６月１９日掌午後１時３０分～３時３０分
■内水と深いかかわりのある染色を取り
上げ、バンダナやストール等、簡単
な染物体験をします

■講平松弘子氏（染色作家）
ひろ こ

■定２５人（定員を超えた場合は抽選）
■￥バンダナ制作施７００円 ストール制
作施１４００円
※申込時に要選択。

■持ビニール袋、汚れてもよい服装
■申申込期限施５月３１日昇

屏風絵に挑戦
■時７月３日掌午後２時～４時
■内水を生かした簡単な日本画の描き方
を学びながら、自由なテーマで小さ
な屏風絵を仕上げます

■講小川嘉也氏（日本画家）
よし なり

■対小学生
■定２０人（定員を超えた場合は抽選）
■￥５００円
■持汚れてもよい服装
■申申込期限施６月１５日昌

申し込み
各申込期限までに、はがきに講座名、
代表者の住所・氏名・年齢、電話番号、
参加人数（１枚で２人まで応募可）、参
加者全員の氏名を記入し、郵送（必着）
で市民ギャラリー（〒４４６－００２６安城町
城堀３０）へ
※「簡単！はじめての絞り染め体験」は
希望する制作（バンダナ又はストー
ル）も記入してください。

■時６月２５日松午前９時～午後４時
■場文化センター
■内陰建築士による木造住宅の耐震改修
相談 隠建築士・司法書士・行政書
士等による建築一般相談
■定陰獅３０人 隠獅１０人（いずれも定員
を超えた場合は抽選）
■申６月８日昌までに申込書を持参か郵
送（必着）、ファクスで建築課（〒４４６
－８５０１住所記載不要／胃〈７７〉００1０
／緯〈７１〉２２４１）へ
※申込書は同課・市公式ウェブサイ
トで配布。

木造住宅耐震改修相談会・
建築一般相談会

˝
˝

■時６月８日昌午後１時３０分～３時３０分
■場安祥閣
■講平岩順

じゅん

子氏
こ

■対女性
■定１０人（先着順）
■￥１０００円（花代含む）
■持華道用ハサミ
■申５月１８日昌～３１日昇午前９時～午後
３時（休館日を除く）に、住所・氏名・
電話番号・参加人数を直接か電話で
安祥閣（緯〈７４〉３３３３）へ

初めてでもできる華道体験
講座

˝
˝

賀広報あんじょう 2016.5.15

■申申し込み方法など ■問問い合わせ先 ※なお、■対どなたでも、■定特になし、■￥無料の場合は記載を省略しています。



６月の土器づくり教室 ˝

■時１日昌～３日晶・７日昇～１１日松・
１４日昇～１７日晶・２１日昇～２５日松・
２８日昇～３０日昭午後１時から（受け
付けは午後２時まで）

■内弥生時代と同じ方法で土器作り
■対小学生以上（小学１～３年生は保護
者同伴）
■場■問埋蔵文化財センター（緯〈７７〉４４９０）

日本女性会議２０１６秋田 ˝

男女共同参画社会の実現に向けて、
さまざまな分野からアプローチする全
国規模の会議です。
■時１０月２８日晶～３０日掌

■場秋田県秋田市
■対平成２８年４月１日現在２０歳以上で、
市内に在住・在勤・在学し、３日間
の会議に参加できる人
※過去に日本女性会議に参加した人
を除く。
■定１人（書類選考）
■申５月１６日捷～６月６日捷午前８時３０
分～午後５時１５分（松掌を除く）に、
応募用紙を持って市民協働課（緯〈７１〉
２２１８）へ
※応募用紙・募集要領は同課・市民
交流センター・市公式ウェブサイト
で配布。

うどんを作ろう ˝

■時６月２６日掌午前９時～正午
■場文化センター
■内安城産の小麦「きぬあかり」を使って、
うどんを作ります

■講グリーンそう
■対４歳以上の子とその保護者
■定２５組（定員を超えた場合は抽選）
※抽選の有無に関わらず６月６日捷

頃に通知書を発送します。
■￥１組５００円
■持エプロン・三角巾・手ふき・持ち帰
り用容器
■申５月３１日昇までの午前８時３０分～午
後５時１５分（松掌を除く）に、直接か
電話又は「うどんを作ろう」と明記し、
代表者の住所・氏名・電話番号、参
加人数（子ども・大人それぞれ）を郵
送（必着）・ファクス・Ｅメールで農
務課（〒４４６－８５０１住所記載不要／胃

〈７６〉１１１２／ nomu@
city.anjo.aichi.jp）へ
※右のＱＲコードから
も申し込みできます。
■問グリーンそう・古居敬子さん（緯０８０

けい こ

〈５２９５〉７７８２）、農務課（緯〈７１〉２２３３）

助成金申請のコツ ˝

市民活動をするためには、資金が必
要です。助成金が採択されやすい申請
書の書き方のコツを、具体例を交えな
がら学びます。
■時６月５日掌午後１時３０分～３時３０分
■場市民交流センター
■講中尾さゆり氏（ＮＰＯ法人ボランタ
リーネイバーズ理事）
■対市民活動をしている又は、これから
始めようとしている人
■定２０人（先着順）
■申５月２０日晶午前９時から、直接か電
話で市民交流センター（緯〈７１〉０６０１）
へ

防災について考えよう ˝

災害時は「とっさの判断」が大切！ゲ
ームで楽しく、瞬時の判断力を身につ
けましょう。
■時６月１９日掌午後１時～３時
■場市民交流センター
■講間瀬トシ子氏（安城防災ネット）
■定２０人（先着順）
■申５月２０日晶午前９時から、直接か電
話で市民交流センター（緯〈７１〉０６０１）
へ

さんかく楽集会（がくしゅ
うかい）

˝
˝

自分らしく生きるために、自分には
何ができるのか、何をすべきなのかを、
男女共同参画の視点から、みんなで考
えましょう。
■時６月２５日松午後１時３０分～４時
■場市民交流センター
■内■講講演テーマ施一緒に考えよう錘

～自分らしい生き方～ 講師施矢上
清乃氏（グローバル・ママ・ゲート
きよ の

ウェイ代表取締役）
■定１５０人（当日先着順）
■他託児あり（６カ月～小学生／１人３００
円）。希望者は６月１０日晶までに市民
協働課へ
■問市民協働課（緯〈７１〉２２１８）

■時６月１０日晶午前８時３０分～午後５時
■場集合・解散獅市役所西駐車場（さく
ら庁舎前）
■内新城市で、寒狭川を遡上するアユを

かん さ

捕る笠網漁と、水と緑にあふれた四
かさ あみ

谷の千枚田を見学
■対市内在住・在勤の人
■定１５人（先着順）
■￥１２００円（昼食代含む）
■申５月２０日晶～２７日晶に、「水の恵みと
人々とのかかわりを学ぼう申込」と
明記し、住所・氏名・生年月日・年
齢・電話番号・ファクス番号をファ
クスでエコネットあんじょうへ
■問エコネットあんじょう（緯・胃〈５５〉
１３１５）、環境都市推進課（緯〈７１〉２２０６）

水の恵みと人々とのかかわ
りを学ぼう

˝
˝

■時期間・日時 ■場場所 ■内内容 ■講講師・指導 ■対対象・資格 ■定定員・募集人数 ■￥費用・受講料など ■持持ち物 ■他その他

雅 広報あんじょう 2016.5.15



ファミリー・サポート・セ
ンターの会員

˝
˝

子育てを手助けしてほしい人（依頼
会員）と、子育ての協力をする人（提供
会員）が、互いに助け合う会員組織で
す。
■対依頼会員獅市内在住・在勤・在学の
人 提供会員獅市内在住で心身とも
に健康で自宅で子どもを預かること
ができ、子どもが好きでボランティ
ア精神のある人
■申捷～晶午前９時～午後５時（抄を除
く）に、直接か電話でファミリー・
サポート・センター（あんぱ～く内
／緯〈７２〉２３１５）へ

依頼会員希望者の入会説明会
■時■申毎月２回開催しています。事前に
直接か電話で同センターへ

提供会員希望者の講習会
■時５月２４日昇午前９時１０分～午後３時
４０分
■他保育サポーター養成講座又は子育て
ネットワーカー養成講座の修了者は
講習会を免除
■申事前に直接か電話で同センターへ

不登校等に悩む児童生徒と学習活動
や創作活動・体験活動を共に行い、話
し相手をします。
■内活動日時獅捷～晶午前９時～午後３
時（昭は午前９時～正午）のうちで、
都合のよい日時（１回２～３時間程
度） 活動場所獅市教育センター
選考獅面接
■対４年制大学・短期大学・大学院・専
門学校に在籍している人等
■定１０人
■他事故等に備えて、ボランティア保険
に加入します（保険料は市で負担）。
児童生徒の特性や関わり方等の研修
に参加できます
■申５月１６日捷～３１日昇午前９時～午後
５時（松掌を除く）に市教育センター
（緯〈７５〉１０１０）へ
※電話申し込み後、同センターで配
布する登録用紙を提出してください。
簡単な面接を行います。

適応指導教室学生ボランテ
ィア

˝
˝

有料レジ袋の収益金を、環境活動に
還元します。
■内助成金額獅１事業あたり上限５０万円
（総額は、市レジ袋削減推進協議会
のレジ袋収益金の範囲内） 選考獅

書類審査、プレゼンテーション
■対７月１日晶～来年３月３１日晶に、地
球温暖化防止やごみの減量、環境教
育等、市内で環境活動をする３人以
上の団体

■申５月１６日捷～３１日昇午前９時～午後
５時（松掌を除く）に、応募用紙を持
参か郵送（消印有効）で清掃事業所
（〒４４４－１１５５堀内町西新田２／緯

〈７６〉３０５３）へ
※応募用紙は、同所・市公式ウェブ
サイトで配布。

環境活動助成金の助成団体 ˝

消費生活相談窓口において消費生活
相談を担う、消費生活専門相談員の資
格取得を目指す研修を開講します。
詳細は県ウェブサイト・市商工課で
配布する募集案内で確認してください。
■問県民生活課（緯０５２〈９５４〉６１６５）、市商
工課（緯〈７１〉２２３５）

消費生活相談員養成研修 ˝

碧海信用金庫本店前会場（御幸本町）
■時５月２８日松午前９時から（商品がな
くなり次第終了）
■内地元産野菜の販売・調理法のアドバ
イスに加え、午前１０時３０分から食育
紙芝居を上演
■問農務課（緯〈７１〉２２３３）

JR安城駅南側ホコ天会場（御幸本町）
■時５月２８日松午前１０時～午後３時
■内子どもの遊び場（昔懐かしい手作り
おもちゃが登場）、地元産野菜・特産
品・ハンドクラフトグッズの販売、
商店街アイドル「看板娘。」ステージ、
きーぼーお楽しみ抽選会。今月は、
安城市長によるきーぼー５３０袋のお
披露目と西三河阿波踊り研究会若

わか

鯱
しゃち

連による阿波踊り披露もあり
れん

■問叙安城スタイル（緯〈７３〉９５１１）、商工
課（緯〈７１〉２２３５）

あんくるバス乗車券をプレゼント
■内各会場で買い物をした人に、当日か
ら次回のホコ天きーぼー市開催日ま
で利用できる乗車券を２枚進呈
■問都市計画課（緯〈７１〉２２４３）

今月のホコ天きーぼー市 ˝

餓広報あんじょう 2016.5.15

■申申し込み方法など ■問問い合わせ先 ※なお、■対どなたでも、■定特になし、■￥無料の場合は記載を省略しています。

■内職務内容獅河川を観察し、河川愛護
に関するさまざまなテーマについて、
毎月レポートを提出 観察範囲獅西
尾・岡崎市境付近から乙川合流点付
近までの矢作川（昨年と異なります）
任期獅７月１日晶から１年間 謝礼
獅月額４０００円（予定）

■対観察範囲の近くに住む２０歳以上で、
川に接する機会が多い人

■申５月２０日晶までに、応募用紙を郵送
（必着）かファクスで国土交通省豊橋
河川事務所（〒４４１－８１４９豊橋市中野
町字平西１－６／胃０５３２〈４８〉８１００）
へ
※応募用紙は同所ウェブサイトで配
布。
■問国土交通省豊橋河川事務所（緯０５３２
〈４８〉８１０５）、市維持管理課（緯〈７１〉２２
３７）

河川愛護モニター ˝



市施設の指定管理者 ˝

平成２９年６月１日から次の施設の管
理運営を行う指定管理者を募集します。
詳細は、問い合わせるか、募集要項を
確認してください。
■内施設名施中心市街地交流多目的スペ
ース及び中心市街地イベント広場
（中心市街地拠点施設のホール、多
目的室、広場等） 業務内容施施設
の利用に関する業務、まちなかの賑
わいを創出する事業に関する業務
■申８月２３日昇～２５日昭午前９時～午後
５時に、必要書類を持って中央図書
館まちなか連携係へ
※募集要項等は、５月１７日昇～６月
３日晶午前９時～午後５時（休館日
を除く）に同館・市公式ウェブサイ
トで配布。

■問中央図書館まちなか連携係（緯〈７６〉
１４００）

■時１０月１１日昇～１８日昇

■場豪州シドニー市・メルボルン市・ホ
ブソンズベイ市
■内３泊４日のホームステイ、海外文化・
共生活動の視察
■対市内に２年以上在住する２０歳以上の
人（学生不可）
※その他にも要件があります。詳し
くは募集要項を確認してください。
■定４人程度
■￥３０万円程度（半額を市国際交流協会
が負担）
■申６月２２日昌までの午前８時３０分～午
後５時１５分に、申込書とレポート
（応募動機を含み、「多文化共生によ
るまちづくり」をテーマに８００字程
度）、納税証明書を持って市国際交流
協会（緯〈７１〉２２６０）へ
※申込書・募集要項は同協会で配布。

ホブソンズベイ市派遣市民 ˝

作手高原（新城市）・茶臼山高原（長野
県根羽村）野外センターの利用受け付
けを開始します。
■内利用可能日獅下表のとおり

■￥昼間利用（午前１０時～午後４時３０分）
獅大人（高校生以上）１００円、小人（小・
中学生）５０円 １泊利用（午前１０時～
翌日午前９時３０分）獅大人２００円、小
人１００円
■申５月２０日晶～利用日の１週間前まで
の午前９時～午後５時（捷を除く）に、
申請書・参加者名簿・利用料を持っ
て市体育館（緯〈７５〉３５３５）へ
※申請書は同館で配布。市外の人は
５月２６日昭から受け付け。

茶臼山高原作手高原月
４日松・５日掌・
１１日松・１２日掌・
１８日松・１９日掌・
２５日松・２６日掌

２５日松～２７日捷６

施設改修のため
利用不可

２日松～４日捷・
９日松～１１日捷・
１６日松～２４日掌・
３０日松・３１日掌

７

６日松～２２日捷・
２７日松～３１日昌

８
１日昭～５日捷・
１０日松～１２日捷
１７日松～２６日捷

９

市野外センターの一般開放
利用を受け付け

˝
˝ ■内職務内容獅歴史・民俗資料の整理

（汚れ落とし等の作業） 雇用期間獅

７月１日晶～９月３０日晶（１０月以降
更新の場合あり） 勤務時間・日数
獅昇～掌午前９時～午後３時３０分で
週３日程度 賃金獅時給９３０円、通
勤割増１日２００円 選考獅面接（６月
１０日晶）
■対パソコン操作ができる人
■定若干名
■他応募者多数の場合は、書類審査を一
次選考とする場合があります
■申５月３１日昇までの午前９時～午後５
時（捷を除く）に、申込書を持って歴
史博物館（緯〈７７〉６６５５）へ
※申込書は同館・市公式ウェブサイ
トで配布。

歴史博物館臨時職員 ˝

■対来年度新入学予定の児童・生徒で、障害があると思われる子とその保護者
■場難聴施錦町小学校（緯〈７５〉２７２５） 肢体不自由施三河安城小学校（緯〈７１〉
３２５０） 知的・情緒障害施下表のうち居住する学区の小・中学校
■申電話で各学校へ

電 話中学校名電 話小学校名電 話小学校名電 話小学校名
〈７５〉３５３１安 城 南〈９９〉３７７７桜 林〈９７〉８２０２志 貴〈７５〉２７２１安城中部
〈７５〉３５２５安 城 北〈７６〉１４８８新 田〈９９〉２２０１桜 井〈７６〉２３３２安城南部
〈９２〉００１９明 祥〈９８〉３０３３今 池〈７６〉６０５６作 野〈７６〉２３０３安城西部
〈７６〉２３２０安 城 西〈７１〉３２５０三河安城〈７６〉８７７３祥 南〈７６〉２３３４安城東部
〈９９〉００２８桜 井〈７１〉３３４５梨 の 里〈９２〉００２４丈 山〈９８〉０８２５安城北部
〈９８〉１５３１東 山〈７６〉４４４９二 本 木〈７５〉２７２５錦 町
〈７６〉７８１１安 祥〈９８〉５９００里 町〈９２〉０５９３高 棚
〈７６〉１７７７篠 目〈７５〉３００３桜 町〈４１〉１２４４明 和

■問学校教育課（緯〈７１〉２２５４）

■時期間・日時 ■場場所 ■内内容 ■講講師・指導 ■対対象・資格 ■定定員・募集人数 ■￥費用・受講料など ■持持ち物 ■他その他
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住宅・車庫等の家屋を新築・増築す
ると、固定資産税等がかかります。評
価額を決めるために市職員が訪問し、
家屋の内外を調査しますので、ご協力
をお願いします。
※家屋を取り壊した人は、連絡してく
ださい。固定資産税等の対象から除
く必要があります。

■問資産税課（緯〈７１〉２２１５）

家屋調査にご協力を ˝

駆除には散弾銃及び空気銃を使いま
す。子どもが近づかないように、飼い
バト等は放さないようにしてください。
■時①一斉駆除：６月４日松・１１日松午
前７時～正午（予備日６月１２日掌・
１８日松・１９日掌） ②地域駆除：６
月２５日松、７月２日松午前６時～１０
時（予備日６月２６日掌、７月３日掌）
■場①施市内全域 ②施市街化調整区域
内の農地
■他天候により延期又は中止の場合あり
■問農務課（緯〈７１〉２２３３）

有害な鳥の駆除を実施 ˝

福祉への善意・寄付ありが
とうございます

˝
˝

３月分／受け付け順／敬称略
市社会福祉協議会善意銀行／福祉基金
国際ソロプチミスト安城、ふれあいダ
ンス、鹿乗町内会、安城市ユースカレ
ッジ６３期、デンソーリマニ、デンソー
ハートフルクラブ安城、ほほえみダン
ス、アンデン株式会社、手をつなぐ親
の会、太田勉、中村富士子、ピアゴラ
フーズコア三河安城店、ピアゴ福釜店、
ユーホーム安城店、ピアゴ東栄店、横
山眞司、アピタ安城南店、岩月小夜子、
赤堀やす子、安城市職員互助会、碧海
信用金庫事務センター、エコらんど、
成瀬行夫、安福協安城地区友の会袴田
陽、石川雅人、さわやかダンス、安城
市園長会、匿名
市役所関係
あいち中央農業協同組合、安城南ライ
オンズクラブ、明治用水土地改良区、
アイシン・エィ・ダブリュ株式会社

ケーブルテレビであんくる
バス時刻表を確認できます

˝
˝

ケーブルテレビのデータ放送（※）で
確認できる、あんくるバス時刻表の表
示内容が変更され、より分かりやすく
なりました。ぜひ活用してください。
※キャッチネットワークが地上デジタ
ル１２チャンネルで放送。

■問キャッチネットワーク（緯０１２０〈２〉
３９３９１）、都市計画課（緯〈７１〉２２４３）

水害から生活を守ることを治水とい
います。安全なまちづくりには、行政
や市民等が一体となり、総合的に取り
組むことが大切です。この機会に考え
てみましょう。
■時５月１５日掌～２１日松

■問土木課（緯〈７１〉２２３８）

総合治水週間 ˝

６月１日は「人権擁護委員の日」。日
常生活での人権問題について、人権擁
護委員が相談に応じます。
■時６月１日昌午前１０時～正午、午後１
時～３時
※人権相談は上記以外にも実施して
います。詳細は本紙２２ページ参照。

■場市役所相談室
■他人権擁護委員（敬称略）獅杉浦智之

とも ゆき

（城ヶ入町）、榊原真由美（東明町）、山
ま ゆ み

口俊雄（池浦町）、岩月浩治（野寺町）、
とし お こう じ

白谷隆子（城南町）、野村
たか こ

裕子（高棚
ひろ こ

町）、柴田早智子（里町）、板本
さ ち こ

宗
しゅう

一（篠
いち

目町）
■問市民課相談室（緯〈７１〉２２２２）

特設人権相談所の開設 ˝

若者の「働く」を応援します ˝

「何度面接を受けても落ちてしまう」
「働いていない期間が長いので、就職
できるか心配」等、就職に関する悩み
や不安について相談に応じます。
■時毎月第２昇午後１時～４時
■場市地域職業相談室（さくら庁舎内）
■講相談員施岩井千晶氏（心理カウンセ

ち あき

ラー・キャリアカウンセラー）
■対就職に悩んでいる１５～３９歳の人
■申事前に電話で安城若者サポートステ
ーション（緯〈９５〉３１３７）へ予約してく
ださい
■問商工課（緯〈７１〉２２３５）

●写生大会 市内の小学生から３６０点の応募がありま
した。最優秀賞は次の皆さん。〈敬称略〉
１年獅杉本澪皇（桜町小） ２年

れ お

獅小西真央（桜林小）
ま お

３年獅米津海理（安城中部小） ４年
う り

獅築山結衣（安城
ゆ い

南部小） ５年獅上田賀那太（桜林小） ６年
か な た

獅築山真
ま

衣（安城南部小） この他に優秀賞が各学年で７点あり
い

●写真コンテスト ２３８点の応募がありました。最優
秀賞・優秀賞は次の皆さん。〈敬称略〉
最優秀賞獅丹羽一 優秀賞

はじめ

獅浅岡由次 水野恵介 木
よし つぐ けい すけ

村裕親 杉浦幸雄
ひろ ちか ゆき お

小木曽和巳 この他に入選１０点、
かず み

佳作１５点あり
●入賞作品の展示 展示期間施５月２４日昇～２９日掌午
前９時～午後５時（２４日は午後１時から、２９日は午前
１１時まで） 展示場所施文化センター
●その他 ５月２９日掌午前１０時３０分から、文化センターにて入賞者を表彰し
ます

■問商工課（緯〈７１〉２２３５）

経済センサス活動調査にご
協力を

˝
˝

全国全ての事業所及び企業を対象に、
統計法に基づいて行われる国の経済調
査です。５月中旬より、調査員が各事
業所を訪問し、調査票を配布しますの
で、ご協力をお願いします。
なお、調査票を配布・回収する調査
員は必ず「調査員証」を携帯しています。
■問経営管理課（緯〈７１〉２２０５）

介広報あんじょう 2016.5.15

■申申し込み方法など ■問問い合わせ先 ※なお、■対どなたでも、■定特になし、■￥無料の場合は記載を省略しています。

築築山真衣さんの作築山真衣さんの作品品

丹羽一さんの作丹羽一さんの作品品



月月月6月
▶市保健センター（☎〈76〉1133）問

会 広報あんじょう 2016.5.15

■思春期保健相談ルーム
思春期の体や性の悩みについて、思
春期保健相談士が相談に応じます
■時毎週昇午後１時～５時 ■対小学
生・中学生・高校生とその保護者
■他Ｅメール（shishunkiroom@city.
anjo.aichi.jp）での相談は随時受け
付け

■家族のためのこころホッと相談日
（予約制）
うつ傾向のある家族の悩みや接し方
について、臨床心理士が相談に応じ
ます
■時２日昭午後１時１０分～４時３０分
■場市民会館 ■対精神科・心療内科に
通っていない人（成人を優先）の家族
■定３人（先着順） ■申申込期間獅５月
１９日昭～３１日昇

■カラダいきいき栄養相談（予約制）
管理栄養士が食生活について相談に
応じます
■時７日昇・２４日晶午前９時～１１時３０
分、午後１時～３時３０分 ■場市総合
福祉センター ■対２０歳以上（家族に
ついての相談も可） ■定各４人（先着
順） ■申申込期限獅希望日の１０日前
まで

■スクスク子育て相談室（予約制）
育児・離乳食や栄養・歯について、
相談に応じます。身体計測のみは予
約不要
■時９日昭・２３日昭午前９時～１１時
■場仮設健診
室 ■対４歳
未満の子と
その家族等
■申申込期限
獅希望日前
日まで

■時期間・日時 ■場場所 ■内内容 ■講講師・指導 ■対対象・資格 ■定定員・募集人数 ■￥費用・受講料など ■持持ち物 ■他その他

■母子健康手帳交付と妊婦指導
■時捷～晶午前８時３０分～正午（抄を
除く） ■場仮設健診室 ■対市内に住
民登録のある妊婦 ■持妊娠届出書、
マイナンバー確認書類（妊娠届出書
裏面を参照） ■他上記時間に来所で
きない場合はお問い合わせください

■マタニティサロン・赤ちゃんサロン
おしゃべりや情報交換の場。マタニ
ティサロンの中で、講座（予約制）を
開催しています
■時１５日昌午前９時～１１時（出入り自
由） ■場仮設健診室 ■対市内に住民
登録のある妊婦・６カ月未満の子と
その保護者
母乳（おっぱい）準備のぷち講座
産後に備え、授乳について学びます
■時午前９時３０分～１０時３０分 ■対受講
時に妊娠２０週以降の妊婦 ■定１０人
（先着順） ■申申込期間獅５月２０日晶

～６月１０日晶

※市保健センターの改修に伴い、来年３月３１日まで、
一部の事業を仮設健診室（保健センター西側駐車
場）及び他の施設で実施します。
※申し込みが必要な教室等は、各期限内（松掌抄を
除く）に直接か電話で市保健センターへ。

パパママ教室、ゴックン教室、カミカミ教室、スクスク子育て相談室は
４月から対象者を一部拡大しています。ぜひご利用ください。
対象者の詳細については、市保健センターへお問い合わせください。

■パパママ教室（予約制）
パパママ教室 えいよう編
妊娠中の食生活について、講義と調
理の見学・試食で学びましょう
■時２２日昌午後１時３０分～３時１５分頃
（受け付け獅午後１時１５分～１時３０
分） ■場青少年の家 ■対出産予定が
８月～１２月の妊婦とその家族等
■定２０人
（先着順）
■申申込期
間獅５月
２０日晶～
６月１６日
昭

パパママ教室 べんきょう編
新生児のお世話体験や、妊娠中の食
生活・歯の健康管理を学びます
■時１１日松陰午前９時３０分～正午頃
隠午後１時３０分～４時頃（受け付け
獅陰午前９時１０分～９時３０分 隠午
後１時１０分～１時３０分） ■場仮設健
診室 ■対妊婦とその家族等 ■定各２０
組（先着順） ■申申込期限獅６月１０日
晶

４か月児・１歳６か月児・３歳
児健診および予防接種は個人通知
しています。通知書を紛失した人
や健診を受けていない人は、連絡
してください。乳幼児健診は４月
より仮設健診室で実施します。

■ゴックン教室（前期離乳食）
■時８日昌・２９日昌午後１時３０分～２
時３０分頃（受け付け獅午後１時１０分
～１時３０分） ■場青少年の家 ■対４
～６カ月児の保護者・家族等 ■持母
子健康手帳・赤ちゃん用バスタオル

■カミカミ教室（後期離乳食と歯の
手入れ）
■時７日昇・２８日昇午後１時３０分～３
時頃（受け付け獅午後１時１０分～１
時３０分） ■場青少年の家 ■対７～１１
カ月児の保護
者・家族等
■持母子健康手
帳・赤ちゃん
用バスタオル

①まずは、かかりつけ医へ
②休日夜間急病診療所（市保健セ
ンター併設／緯〈７６〉２０２２）

※内科・小児科の掌抄・年末年始午
前１１時３０分～午後１時、午後４時
３０分～５時３０分及び歯科の午前１１
時３０分～午後１時は休み。

③救急医療情報センター（刈谷市
／緯〈３６〉１１３３）
④小児救急電話相談 受付日時獅

毎日午後７時～翌日午前８時 電
話番号獅短縮番号♯８０００（携帯電
話・プッシュ回線契約電話）、また
は（緯０５２〈９６２〉９９００）
⑤八千代病院（緯〈９７〉８１１１）、安城
更生病院（緯〈７５〉２１１１）

受付時間診察日科目
午後８時～１０時捷～晶

内科
・
小児科

午後５時～９時松

午前８時３０分～
午後９時

掌・抄
年末年始
（１２月３０日
～１月３日）

午前８時３０分～
午後４時３０分歯科



問い合わせところ・対象と き名 称

市民課相談室
（緯〈７１〉２２２２）

市役所相談室
（北庁舎１階）
対象：市内在住・
在勤・在学

午前８時３０分～午後５時毎週捷～晶市 民 相 談
午後１時～４時３０分毎週晶

弁 護 士 に よ る 法 律 相 談 要予約…５月２０日晶午前９時から相談日前日午後５
時まで（先着各７人）※同じ内容は一回限り。

午後１時～４時６日捷・２０日捷

司法書士による法律相談 要予約…５月２０日晶午前９時から相談日前日午後５
時まで（先着各６人）

午後１時～４時１日昌・１５日昌司 法 書 士 に よ る
交 通 事 故 相 談 要予約…５月２０日晶午前９時から相談日前日午後５

時まで（先着各６人）
午後１時～４時７日昇・２１日昇行 政 相 談
午後１時～４時１４日昇・２８日昇人 権 相 談
午後１時～３時２７日捷相 続 ・ 登 記 ・ 測 量 相 談
午前１０時～午後４時毎週昌市 民 女 性 悩 み ご と 相 談

市民課
（緯〈７１〉２２６６）

市役所市民課
対象：市内在住・
在勤・在学

午前８時３０分～午後５時１５分毎週捷・昇・昭・晶（ポルトガル語）
外国人相談 午前１０時～午後５時毎週捷～晶（タガログ語）

午前８時３０分～午後３時３０分毎週捷～晶（中 国 語）
国保年金課

（緯〈７１〉２２３１）
市役所相談室
対象：市内在住午前１０時～午後３時２日昭年 金 相 談

市民税課
（緯〈７１〉２２１３）

市役所相談室
対象：市内在住

午後１時３０分～４時１日昌
税 務 相 談

要予約…７月６日昌の予約も可（先着８人）

商工課
（緯〈７１〉２２３５）

市役所相談室
対象：市内在住・
在勤・在学

午前９時３０分～午後３時３０分毎週捷・昇・昭・晶
消 費 生 活 相 談

予約優先…相談希望日一週間前の午前９時から
午後１時～３時２８日昇

弁護士による消費生活相談
要予約…１日昌午前９時から（先着４人）

市役所相談室
午後１時～４時９日昭

労 働 相 談
要予約…７日昇午後５時まで（先着６人）

市地域職業相談室
（緯〈７１〉０３１１）市役所さくら庁舎午前９時～午後５時毎週捷～晶職 業 相 談 ・ 紹 介

安城若者サポートステーション（南町１５-２６）
（緯〈９５〉３１３７）／対象：西三河地域の１５～３９
歳の人とその家族

午前１０時～午後５時３０分毎週昇～松若 者 自 立 支 援 就 労 相 談

子育て支援課
（緯〈７１〉２２２９）

市役所子育て支援課
対象：市内在住午前８時３０分～午後５時１５分毎週捷～晶

ひ と り 親 家 庭 相 談
児 童 相 談

市役所さくら庁舎
対象：県内在住午前１０時～午後３時毎週晶内 職 相 談
市子育て支援センター（緯〈７２〉２３１７）

午前９時～午後５時
毎週捷～松

乳 幼 児 の 子 育 て 相 談 二本木（緯〈７７〉２７７４）・あけぼの（緯〈９７〉
２２７６）・さくら（緯〈９９〉２１００）・根崎（緯〈９２〉
００８９）子育て支援センター

毎週捷～晶

社会福祉協議会総務
課（緯〈７７〉２９４１）社会福祉会館午前１０時～午後３時毎週昇・昭・松ボ ラ ン テ ィ ア 相 談

社会福祉協議会地域
福祉課（総合福祉セ
ンター内）

（緯〈７７〉７８８９）
予約受付閣午前８時
３０分～午後５時１５分

総合福祉センター
対象：市内在住

午後１時３０分～４時毎週昇～松心 配 ご と 相 談
午後１時３０分・３時１１日松・２５日松

子 ど も 生 活 相 談
要予約…各相談日の前々日まで（捷を除く。先着各１人）

午後１時～４時１５日昌福 祉 法 律 相 談
要予約…１日昌～１１日松（捷を除く。先着６人）

総合福祉センター
（緯〈７７〉７８８８）

午後１時～４時９日昭
障 害 者 更 生 相 談

要予約…７日昇午後５時まで（先着６人）

教育センター相談室
（緯〈７６〉９６７４）

教育センター
対象：市内在住の
年長児～中学生を
もつ保護者
※こころの電話は
小学生・中学生
も可。

午前９時～午後５時毎週捷～晶こ こ ろ の 電 話
午前９時～午後５時毎週捷～晶

教 育 相 談
要予約…随時受け付け

午前１０時～午後５時（捷は午後
６時まで）毎週捷～晶臨 床 心 理 士 に よ る

ふ れ あ い 相 談 ・ 就 学 相 談 要予約…随時受け付け

解広報あんじょう 2016.5.15

６月の相談窓口 ※相談は無料、対象の記載のない場合は誰でも相談できます。各分野の専門職が相談に
応じ、秘密は固く守ります。相談業務は、いずれも正午～午後１時は休みます。



お子さんの写真を載せませんか。
掲載方法の問い合わせは
電話かＥメールで広報広聴係
（☎〈71〉2202／info@city.anjo.aichi.jp）へ。

安城市民憲章
わたくしたちは、

＊たがいに助け合い、住みよいまちをつくりましょう。

＊きまりを守り、良い習慣を育てましょう。

＊自然を愛し、きれいな水とみどりのまちをつくりましょう。

＊教養を高め、若い力を育てましょう。

＊健康で、明るく楽しい家庭をつくりましょう。

今月の納税など

納 期 限：5月31日㈫
口座振替日：5月31日㈫
▶軽自動車税 全期

▶水道料金・下水道使用料
（ＪＲ東海道本線以南。二本木・緑町
を除く）
▶保育園保育料
▶幼稚園授業料
▶市営住宅家賃
▶児童クラブ育成料

久保寺昊洸くん（８カ月)
こう

天使のような笑
顔で皆を幸せにす
る昊洸くん。ぷく
ぷくのあんよとお
ててが可愛い、よ
く寝てよく食べる
子です。（桜井町）

浅田瑛飛くん（９カ月)
えい と

回 広報あんじょう 2016.５.15

バナナが大好き
な息子。離乳食も
よく食べてくれま
す。たくさん食べ
て、大きくなって
ね！

（百石町）

長野來華ちゃん（１０カ月)
らい か

つたい歩き練習
中♡ハイハイ完璧
になってから、い
ろんな所に行けて
楽しいな☆♪鏡の
前が１番のお気に
入り♡ （篠目町）

琴実の優しい声
とステキな笑顔で
いつもみんなが癒
されてるよ。これ
からも元気にスク
スク大きくなって
ね。 (古井町)

鈴木琴実ちゃん（６カ月）
こと み
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•市民会館（☎〈75〉1151）
　※電話予約は5月29日㈰午前9時から。
　※車いす席は、5月21日㈯から市民会館のみで電話受付。
•稲垣電気商会（☎〈97〉8181）
•竹内書店（☎〈74〉0511）
•産直センター安城南部（☎〈92〉1316）
•グリーンセンター安城北部（☎〈96〉1051）
•チケットぴあ（☎0570〈02〉9999）
　（Ｐコード：296ー925）http://pia.jp

市民会館
 9月18日㈰
開場：午後4時20分　開演：午後5時

問い合わせ：市民会館（☎〈75〉1151／㈫休館）

クインテット  オータムコンサート

バンドネオン

【前売り所】
【前売り開始】5月28日㈯午前9時

【入　場　料】一般3500円、ペア券6500円、高校生以下2500円
　　　　　　（全席指定・消費税込み）

演奏曲
風の詩～THE 世界遺産
情熱大陸
リベルタンゴ
ラ・クンパルシータ　ほか
※曲目については変更になる場合が
　あります。

リードするバンドネオンの第一
人者

文化センター
開場／午後6時
開演／午後6時30分6月29日㈬ 入場無料（要整理券）

※入場整理券は5月15日㈰から文化センター・市民会館・市民ギャラリー・
　各地区公民館にて配布します。
※満席の場合は入場をお断りする場合もあります。

出演者
小松亮太（バンドネオン）
近藤久美子（ヴァイオリン）
天野清継（ギター）
鈴木厚志（ピアノ）
田中伸司（コントラバス）

◆問い合わせ　クワイヤー事務局（☎〈75〉3024）　市民ギャラリー（☎〈77〉6853／㈪休館）




